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北海道理科学研究所
安全な農業資材を作る為に、元国立大学の教授を招聘し、コマーシャルベースを念
頭においた物理、化学、自然（農業含）の研究開発を進めていきます。
また、産廃処理機械の改善・開発や、勉強会なども行っていく計画です。

大阪大学にて理学博士号取得の後、東京大学、米国プリン
ストン大学を経て、米国ボストンカレッジにて客員教授
を務める。
平成5年に岡山大学理学部教授に就任。平成28年3月に岡
山大学を退職。平成29年11月北海道理科学研究所 所長
に就任し現在に至る。

Dr.sc 大嶋 孝吉
（元 岡山大学 理学部教授）

許可種目・登録等 取扱廃棄物の種類（産廃/一廃）

長沼処理場
〒069-1464 夕張郡長沼町幌内1720 （道道幌内三川停車場線面）

本社
〒060-0054 札幌市中央区南4条東5丁目1-9
TEL 011-271-6755    FAX 011-241-2362

建設中・計画予定
北広島事業所
恵庭事業所
札幌事業所

北広島市西の里
恵庭市盤尻
札幌市白石区

用地面積 5.5ha
用地面積 4.5ha
用地面積 3ha

建設中
計画予定
計画予定

千歳総合事業所
〒066-0007 千歳市中央690-1
TEL 0123-29-2030        FAX 0123-29-2031
URL http://r-fact.com   MAIL info@r-fact.com
車でお越しの際は、カーナビでの電話番号検索案内が便利です。

産業廃棄物（北海道）
●選別 ●破砕 ●圧縮 ●破砕溶融 ●ペレットの製造
●破砕分離 ● 造粒固化 ●飼料のの製造 ●中和

産廃（道）、一廃（千歳市・南空知公衆衛生組合・恵庭・
安平・厚真行政事務組合・栗山町）

●ゴムくず ●廃プラ（リサイクル不可能な物）

●廃木、立木、抜根、剪定枝、ボサ、刈草 ●動植物性残渣
●家畜糞尿 ●動物の死体 ●石膏ボード ●残土
●無機汚泥 ●有機汚泥 ●燃え殻（木炭、活性炭、草木灰）
●コンクリートガラ、がれき類 ●金属類 ●紙くず ●繊維（畳）
●廃酸、廃アルカリ ●廃プラ ●ガラス・陶磁器くず
※ゴミ混ざり土

産業廃棄物（北海道・札幌市） ●破砕（自然木の移動式破砕）

一般廃棄物（千歳市） ●破砕 ●飼・肥料製造 ●選別

一般廃棄物（南空知公衆衛生組合） ●破砕 ●選別

一般廃棄物（札幌市・恵庭市・北広島市・安平厚真行政事務組合）
 ●破砕（自然木の移動式破砕）

私達は、より身近で便利な処理施設を目指しています。
自然豊かなロケーションに似合う大きな緑地を取り、これ迄に植樹を行ったり、元々の木を活かすなどして

数万本の木々で景観向上に会社創業期より力をいれてきたところです。
また、施設や処理場設置場所作りに於いては同業者との競合を極力避けることを心掛けているところです。
これからも、地域に、自然に根ざした経営を努めていく所存ですので、何卒宜しくお願い申し上げます。

道央圏 5事業所計画

予約対応型 長沼事業所 2ha

札幌事業所 予定地 3ha 北広島事業所（建設工事中）

千歳総合事業所 管理棟

配置図 １期目　5.5町の敷地の内、1町を今期使用

北広島事業所　景観林

恵庭事業所 予定地 4.5ha

擁壁部分（写真）と
入口の道路拡幅部分 　　　。
現在は土木工事中で、その後
PTや管理棟工事の予定です。

工事箇所と今後の予定
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日本一美しい処理施設が目標 （H30.6 撮影）

予定取扱品目 無機汚泥、がれき類、自然木（産・一廃）、すき取り物

取扱品目 自然木（産・一廃）、すき取り物

予定取扱品目 無機汚泥

予定取扱品目 自然木(産・一廃)、剪定枝
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建設工事中の擁壁部分
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